
 

令和３年度 横浜市民スポーツ意識調査 結果報告 

～新型コロナウイルス感染症拡大のなか、スポーツ実施の定着が課題～ 

横浜市では、「横浜市スポーツ推進計画」の目標達成度合いを計るため、市民を対象としたスポーツ

意識調査を実施しています。この調査結果を踏まえ、「スポーツ都市横浜」の実現にむけて新たな政策

立案等につなげます。 

なお、調査結果の詳細については、市民局ホームページをご覧ください。（URL：https://www.city.

yokohama.lg.jp/kanko-bunka/sports/shinko/shinko/keikaku/20180327151525.html） 

１ 結果概要（別紙「令和３年度横浜市民スポーツ意識調査報告書 概要版」を参照） 

(1) 調査結果のポイント

・「週３回以上」のスポーツ実施率は、昨年度及び市の目標を上回りました。 

・65 歳以上の「週１回以上」のスポーツ実施率、障害のある方の「週１回以上」のスポーツ実施率

は、昨年度を下回りましたが、市の目標を上回りました。 

・「週１回以上」のスポーツ実施率、トップスポーツ観戦率、ボランティア参加率は、昨年度を下回

りました。 

・スポーツへの感じ方は、“することが好き”の割合が減少し、“好きではない”と“観ることが好き”

が上昇しました。 

・「ウォーキング」「ラジオ体操等」「トレーニング」など、気軽にできるスポーツの実施率が昨年度

に引き続き、高い傾向にあります。 

調査結果からの考察 

・「週３回以上」の実施率は昨年度と同水準を維持していることから、意識的にスポーツをする時間を

確保し、継続しているスポーツ実施者は、スポーツをすることが習慣化していると考えられる。

・「週１回以上」の実施率が下がったのは、新型コロナウイルスの影響による外出制限により、運動の

必要性を感じ、実施していた層が、新型コロナウイルスへの慣れにより、再び運動をしなくなったた

めだと考えられる。

・新型コロナウイルスの影響による、外出自粛や施設の営業自粛、スポーツ観戦やイベント等の制限な

どは、会場での観戦率やスポーツボランティア参加率への影響が大きかったと考えられる。このよう

な状況下でも、スポーツを「観ることが好き」の割合が上昇したのは、東京 2020 大会が開催された

影響があったと考えられる。

・過去 1 年間に運動を実施した人のうち、「することが好き」が 46.2％、「好きではない」が 26.2％で

あった。この、「好きではない」が運動している層が、継続して取り組めるよう働きかける必要があ

る。
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